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浜口ウレタン株式会社

〈表紙写真〉茜空に飛び立つ
撮影者 ： 大野　剛（焼津市）
撮影地 ： 富士山静岡空港

　事業承継を予定している中小企業・小規模事業者のみな
さまにとって、経営者保証は大きな課題となっています。
　当協会では、県内中小企業・小規模事業者のみなさまの円
滑な事業承継を推進するため、令和2年10月１日より、「経営
承継借換関連保証」の取扱いを開始しました。
　本制度は、3年以内に事業承継を予定している法人で、一
定の要件を満たす方に対して、経営者保証を付さずに既存
借入を借り換えるための保証制度です。
　また、経営者保証コーディネーターによる確認を受けた場
合は、信用保証料率の割引を受けることができます。
　是非ご活用ください。

「経営承継借換関連保証」の取扱いを開始しました

事業承継支援の取組み

制度の概要
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事業承継時に利用可能

経営者保証不要

別枠2億8,000万円

※1　EBITDA有利子負債倍率 ＝ （借入金・社債-現預金）÷（営業利益+減価償却費）
※2　経営者保証コーディネーター：経済産業省の委託またはその委託を受けた者の再委託を受けて事業の承継に対する支援に
　　　係る事業を行う者（事業承継ネットワーク事務局等）が雇用する専門家

対 象 者

保 証 限 度 額

対 象 資 金

保 証 期 間

信 用 保 証 料 率

貸 付 利 率

保 証 人

県知事の認定を受け、3年以内に事業承継を予定している会社である中小企業者
で、次の(1)から(3)の全てに該当する中小企業・小規模事業者
　(1)資産超過、かつ、EBITDA※1有利子負債倍率が10倍以内。
　(2)法人・個人の分離がなされている。
　(3)返済緩和している借入金がない。

認定を受けた中小企業者の経営の承継に必要な資金のうち、認定の日から経営の
承継の日までの間における借換資金（中小企業者の代表者が保証債務を負う借入
れに係るもの）。

２億8,000万円

一括返済の場合　1年以内
分割返済の場合　10年以内（据置期間1年以内）

年0.45％～年1.90％
年0.20％～年1.15％（経営者保証コーディネーター※2による確認を受けた場合）

金融機関所定利率

徴求しない
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令和2年度 第2四半期概況

● 保証承諾は45,843件、7,300億円と前年同期比で件数486.8％、金額830.1％となりました。本店、浜松支店、
沼津支店の全店で増加となっています。

● 制度別構成比では、県制度が89.9％となっています。
● 業種別構成比では、製造業29.6％、建設業22.8％、小売業・飲食業14.4％の順となっています。

1 保証承諾

●月別保証承諾金額 ●本支店別保証承諾金額

●制度別保証承諾（構成比） ●業種別保証承諾（構成比）
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令和2年度
第2四半期概況

◆ 保証承諾は、第２四半期中において18,973件、2,509億円と、前年同期比で件数370.0％、
金額510.0％となりました。年度累計では、45,843件、7,300億円と、前年同期比で件数
486.8％、金額830.1％となりました。

◆ 保証債務残高は117,972件、1兆2,591億円と、前年同期比で件数119.9％、金額
170.4％となりました。

◆ 代位弁済は、第２四半期中において342件、31億円と、前年同期比で件数70.1％、金額
67.2％となりました。年度累計では、797件、82億円と、前年同期比で件数88.6％、金額
94.0％となりました。

◆ 保証利用企業者数は49,629企業となり、前年同期比121.0％となりました。

保証承諾

保証債務残高

代位弁済

保証利用企業者数
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●月別代位弁済金額 ●本支店別代位弁済金額

●制度別代位弁済（構成比） ●業種別代位弁済（構成比）

3 代位弁済
● 代位弁済は、797件、82億円と前年同期比で件数88.6％、金額94.0％となりました。本店、沼津支店では
横ばい、浜松支店では減少となっています。

● 制度別構成比では、普通保証23.3％、経営安定関連保証20.6％、県制度は20.9％となっています。
● 業種別構成比では、製造業23.8％、小売業・飲食業22.6％、卸売業18.3％の順となっています。

令和2年度 第2四半期概況令和2年度 第2四半期概況

●月別保証債務残高 ●本支店別保証債務残高

●制度別保証債務残高（構成比） ●業種別保証債務残高（構成比）

2 保証債務残高
● 保証債務残高は117,972件、1兆2,591億円と前年同期比で件数119.9％、金額170.4％となりました。本店、
浜松支店、沼津支店の全店で増加となっています。

● 制度別構成比では、普通保証12.9％、経営安定関連保証5.1％、県制度は56.2％となっています。また、無
担保当座貸越11.9％、当座貸越5000が4.9％、カードローン2000が1.7％と当貸3商品で2割弱を占めて
います。

● 業種別構成比では、製造業29.6％、建設業23.0％、小売業・飲食業15.3％の順となっています。

保証債務残高 1兆2,591億円
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企業データ
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　ウレタンフォームは、私たちが日常使う製品の中に多く使
われている素材です。柔らかく弾力性のあるものから、硬く
耐久性のあるものまで実に多様で、バイクやスノーモービル
のシート、地下鉄駅のベンチシート、テーマパーク用の安全
装置や医療機器用マットレスなど、あらゆる場面で利用さ
れています。
　私は長崎出身で、大阪で働いた後、愛知の自動車部品
の関連会社に就職しました。20歳の頃にウレタン加工会社
から品質管理として招かれ、そこでウレタン製品の面白さを
知りました。金型に流し込んだ液体の原料が、化学反応に

より液体が泡になって膨らみ、硬化して固体となり形になる。
その変化の過程が、とても興味深かったのです。また、蓋
を開けるまでその良し悪しがわからないという点も、面白い
と感じました。

　私たちは大手ではできない、小ロットで精度・難易度の高
い特殊な製品を手掛けています。例えば、テーマパークの
乗り物のグリップなどに使われるインテグラルフォームは、ウレ
タンフォームそのものが表皮も一緒に形成します。つまり、金
型から外したものがそのまま製品となるため、表面に傷や気
泡があってはなりません。高い精度が求められる仕事です。

Business Report
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　またクッション材用の半硬質フォームは、用途に応じ硬さ
や弾力性を細かく調整する必要があります。弊社のアーム
レストは某自動車メーカーではシェア7割を占めるなど、高
品質を誇っています。

　近年、私どもは企業としてのさらなる発展とウレタン技術の
展開を目指し、新たな事業に乗り出しました。救助活動に用
いられる、レスキューボートの開発です。通常エアーを入れる
ゴムボートに硬質ウレタンを注入した、穴が空いても沈まない
という画期的な製品です。衝撃に強く、安定性があり、また
エアーのように抜けることも無いため定期的なメンテナンスも
不要です。このボートは高い評価をいただき、地元浜松市を
はじめ、日本各地の消防署や警察本部、自治体などへ納め
たほか、伊勢志摩サミットの警備艇にも採用されました。近年
多発している水害時の救助活動で実績を上げています。

　ゴムボートにウレタンを注入するという発想は、知人からの
「沈みにくい浮き輪が欲しい」という相談から生まれました。
出来上がったものに知人はとても喜び、その知人がこれを
ネットに上げました。するとそれを見た自衛隊の方から、被弾
しても沈まないゴムボートが作れないか、という依頼が来たの
です。それを契機に、ウレタン注入ボートの開発を始めました。
　私はあくまでも作り手ですから、使う方の声を製品に生かす
ことが大切だと考えています。車輪付きセーフティーボートは、ま
さに現場の声が生んだ製品です。水上ではボート、陸上では
運搬車となるもので、車椅子のままでも載せることが可能です。

　ウレタンマスクも新型コロナの影響でマスク
不足となった折、周囲の要望を受けてすぐに
生産を始めました。技術と経験を生かし、柔ら
かく100回洗える丈夫なものを作りました。

　私は、いつも仕事は楽しくあるべき、と考えています。そ
のため弊社では毎年経営方針発表会を開催し、新たな年
度の目標を掲げています。残業ゼロにも積極的に取り組ん
でおり、最近はほぼ達成できるようになりました。
　現在社員は約90人おり、中国の研修生やスリランカの留
学生も受け入れています。彼らが自国でもすぐにウレタン加
工の仕事ができるよう、技術指導しています。障がいのある
方も積極的に採用しており、幅広い人材が活躍しています。
　この仕事は、決して楽ではありません。しかし班長や係
長など現場の長が責任を持ち、しっかり働いてくれるおか
げで良い製品が出来るのです。

　東日本大震災の時、津波の映像に「浮いてさえいれば、
もっと命は助かる」と痛感し、救命胴衣を開発しました。ボー
トと同じ硬質ウレタンで浮力が強く、頑丈で瓦礫からも身を
守れます。弊社の技術を生かし、このような人の役に立つ
製品を色々作りたいです。これからもウレタンのさらなる可
能性を追求していきます。
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■ 会社名／浜口ウレタン株式会社
■ 代表取締役社長／浜口弘睦
■ 所在地／〈本社・西山工場〉静岡県浜松市西区西山町1961
　　　　　 〈神ヶ谷工場〉静岡県浜松市西区神ヶ谷町字西の谷3309
■ TEL ／ 053-485-1331　FAX／ 053-485-4606
■ 設立／ 1985年4月
■ 事業内容／ウレタンフォームの製造
〈認可資格〉
●ISO9001:2015
〈特許および実用新案登録〉
特許：●水上多目的フロート（特許第 6704615号）
　　　●推進装置の洗浄用具および洗浄方法（特許第664709号）
実用新案登録：●船艇（登録第3224273号）
など特許・実用新案登録を計5件取得
http://hamaure.co.jp
http://www.hamauremarine.com（ハマウレマリン事業部）

ウレタンという素材が
持つ面白さ

一流メーカーを支える
オンリーワンの加工技術

レスキューという分野が
新たな可能性をひらく

現場の声を生かす
柔軟な製品づくり

仕事は楽しくあるべき
その目標を大切に

「人の役に立ちたい」
という思いをこれからも浜口ウレタン株式会社

浜口弘睦 代表取締役社長

ウレタンの可能性を追求し、
人の役に立てる仕事がしたい。



無料経営相談実施中
　当協会の本支店では、中小企業・小規模事業者のみなさまのお悩みを解決するため無料経営相談を実施して
います。特に、毎週木曜日は受付時間を19時まで延長してご相談にお応えします。お気軽にご相談ください。

　商工会議所の相談会でも、協会職員が各種ご相談にお応えします。

静岡商工会議所 浜松商工会議所 磐田商工会議所 掛川商工会議所

令和2年10月

11月

12月

 7日（水）

  4日（水）
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13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

 6日（火）

 10日（火）

 1日（火）
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10：00～12：00

10：00～12：00

20日（火）

20日（金）

21日（月）

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

 9日（金）

  13日（金）

11日（金）

13：30～16：00

13：30～16：00

13：30～16：00

15日（木）

19日（木）

17日（木）

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

沼津商工会議所

 7日（水）

21日（水）
13：00～15：00

10：00～12：00

 4日（水）

18日（水）
13：00～15：00

10：00～12：00

 2日（水）

16日（水）
13：00～15：00

10：00～12：00

袋井商工会議所

　当協会では、平成23年度から次世代育成支援
対策推進法※に基づく一般事業主行動計画を策定
し、職員の子育てをサポートする様々な取組みを
行っています。
　この度、第2期一般事業主行動計画（平成27年
4月1日から令和2年3月31日）に定めた目標を達成し、
女性職員の育児休業取得率75％以上、男性職員
の子の看護休暇取得等について一定の基準を満
たしたことから、令和2年7月17日付で「子育て
サポート企業」の認定を受け、次世代認定マーク
「くるみん」を取得しました。
　今後も引き続き、職員の仕事と子育ての両立や
ワークライフバランスの充実に向けて取り組んでいき
ます。

　令和2年7月20日（月）、静岡県立大学において、
協会職員が「中小企業金融と信用保証協会の役
割」をテーマにオンライン授業を行い、地域産業論
を履修する学生65人に参加いただきました。
　オンライン授業では、Web会議システムである
Zoomを利用し、静岡県立大学の教室から、在宅
の学生に向けて、新型コロナウイルス感染症の拡

大の影響を受ける中小企業への資金繰り支援など
を説明しました。また、決算書の分析の仕方を学ぶ
グループワークも実施しました。
　学生の皆様からは、「コロナ禍にある中小企業を
守る重要性を理解できた」「大学で学んでいること
が実社会で役立つことが分かり向上心が増した」
等の感想をいただきました。

静岡県立大学の学生向けにオンライン授業を実施

　令和2年9月18日（金）、静岡県美容専門学校に
おいて、「創業に関する講義」を行いました。
　講義では、マスクの着用など感染症対策を図っ
たうえで、協会職員が美容院を例に挙げて、創業計
画の立て方や資金調達の基礎などを説明しました。

　受講生からは、「自分のお店を持つために必要な
ことが分かった」「お金を貯めつつ将来のことも考え
ながら頑張っていきたい」等の感想をいただきました。
　当協会は、将来の起業家の育成を図るため、今後
も地域の学生向けの金融教育に取り組んでいきます。

静岡県美容専門学校にて「創業に関する講義」を実施
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講義の様子

オンライン授業の様子

次世代認定マーク「くるみん」を取得

※次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、育成される環境を
整備するために、国、地方公共団体、企業、国民が一体となって
「次世代育成支援対策」を推進するために施行された法律。
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